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１．はじめに 

 1997 年には河川法が改正され，その目的に新たに

「河川環境の整備と保全」が盛り込まれ，多自然か

わづくりなどの河川生物の生息環境や，多様な河川

景観等を保全・創出する取り組みが行われるように

なった．生物多様性が保たれた国土を実現するため

に生態系ネットワークの形成という手法があり（図

-1），出雲河川事務所は斐伊川水系において大型水鳥

類 5 種（ハクチョウ類，ガン類，ツル類，コウノト

リ，トキ）を指標とした生態系ネットワーク構築に

向けた取り組みを実施している．  

 本稿では，斐伊川水系における生態系ネットワー

クの取り組みとして実施した河川整備と，今後の展

望について報告を行うものである． 

２．生態系ネットワークとは 

 生態系ネットワークとは，貴重な自然を保全する

とともに，分断化された自然を繋ぎ，生きものの移

動経路の確保や，自然の働きを回復させることによ

って，豊かな自然を再現しようとする取り組みであ

る．「国土のグランドデザイン 2050」1)には，基本戦

略のひとつとして，生態系ネットワークの更なる充

実強化により生物多様性の保全と回復を図ると記載

されている．  

生態系ネットワークの取り組みは，全国的に行わ

れており，2017 年 1 月には国土交通省が主体となり，

21 市町の首長からなる「水辺からはじまる生態系ネ

ットワーク全国会議」を発足し，近年，円山川や四

万十川などのように，流域の多様な関係者からなる

地域の協議会が設立され，河川を基軸とした生態系

ネットワークの形成に向けて連携して取り組みが進

められている．  

３．斐伊川水系での取り組み 

 斐伊川では 2015 年 4 月より「斐伊川水系生態系ネ

ットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づく

り検討協議会」（以降，検討会）を発足し，生態系ネ

ットワークの形成に取り組んでいる．斐伊川におけ

る対象地域（図-2）は，斐伊川や神戸川，宍道湖，

中海を含む斐伊川水系としており，2 県 6 市 2 町（鳥

取県，島根県，米子市，境港市，松江市，出雲市，

安来市，雲南市，奥出雲町，飯南町）に及ぶ． 
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図-1 生態系ネットワーク形成のイメージ 

図-2 斐伊川水系生態系ネットワークの対象地域 
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斐伊川水系の特徴として「ラムサール条約の登録湿

地」である中海及び宍道湖の連結汽水湖を有し，過

去に営まれてきた「たたら製鉄」や，堤防沿いに深

溝を掘り伏流水を集める取水法「鯰の尾」などによ

って，独特な河川環境が形成されているほか，河川

周辺には広大な田園が広がっており，ねぐらや餌場

環境が整っている．そのため，西日本有数の水鳥飛

来地となっている．わが国の陸水域に生息する希少

な大型水鳥類は，ハクチョウ類，ガン類，ツル類，

コウノトリ，トキの 5 種群に大別されるが，斐伊川

水系はこれら全てについて現在も生息，あるいは過

去に生息していた記録があり，国内で唯一 5 種類の

大型水鳥類が安定的に生息可能なポテンシャルを有

するといわれている． 

４．課題と取り組み状況  

 対象とする大型水鳥類にとって，より良い生息環

境を保全・整備するためには，河川のみならず周辺

地域も含めた環境の整備が重要である．しかしなが

ら，大型水鳥類が好む河川の利用条件や，効果的な

河川環境の改善手法等については確立されていない． 

河川(湖沼)における大型水鳥類の利用形態は，主に

餌場とねぐらであり，それぞれ，草食大型水鳥類（ハ

クチョウ類，ガン類）の餌場と草食大型水鳥類のね

ぐら環境を整備し，その効果を検証するために試験

施工を行った． 

1) 草食大型水鳥類の餌場環境整備（神戸川境橋上流

左岸） 

神戸川境橋上流左岸では，河道拡幅工事により，

植生に変化が生じ，過去にハクチョウ類の採食して

いたマコモの群落が改修前に比べ減少した．そのた

め，餌場環境を復元するためマコモの移植に関する

試験施工を 2017 年より実施した． 

マコモ移植にあたり，植生区を浅水区（水深約

10cm），中水区（水深約 40cm），深水区（水深約 70cm）

の 3 区画に分割し，1.5m 間隔で，根株ブロックをサ

イズ: 幅 25cm，深さ 15cm 程度，30 ブロック×3 列

＝90 ブロックで植え付け植栽を行った．（図-3） 

2018 年時点の経過観察においては，植栽したマコ

モが大きな株に成長し，群落を形成している様子が

確認された．（図-4） 

 

 

2) 草食大型水鳥類のねぐら環境整備（斐伊川河口～

1.5k 区間） 

斐伊川河口左岸は，出雲空港滑走路の整備に伴い

代替水面確保地として掘削を実施している．工事の

施工中の環境が一時的にコハクチョウのねぐら環境

に適した水深の浅い，植生が繁茂する湿地環境（図

-5）となったことで，コハクチョウの利用が確認さ

れていた． 

しかし，工事完了後は，水深が深くなり，コハク

チョウのねぐらとして適さない環境となったため利

用数が減少した. 

そこで，斐伊川で実施している浚渫土砂を活用し，

消失した湿地環境を再生するために斐伊川河口部に

図-3 マコモ移植のイメージ図 

図-4 マコモの経年変化 

図-5 コハクチョウのねぐらとして必要な環境 
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土砂投入を行い，浅場を整備するとともに砂嘴（さ

し）（沿岸流により運ばれた漂砂が堆積し形成され

る地形）に溝を切り，斐伊川本川の砂の流入を促し

た．（図-6） 

施工後，砂嘴の北側に土砂が堆積し始め，2019 年

には付近にコハクチョウ，ヒシクイのねぐら利用が

記録されている．施工前と昨年の垂直写真からも，

砂嘴の周囲に水深の浅い箇所が広がっていることが

確認できる．（図-7） 

今後は経年の堆積状況の変化を把握するため，当

該箇所においてレーザ測量を実施し，浅場造成につ

いても継続的に実施する予定である． 

５．今後の展望  

2019年2月の第6回検討会に, 試験施工と同様な対

策等を取りまとめた，「自然再生計画」の概要案を提

示し，自然再生計画を作成する上での目標値の設定

手法について方向性を示している．また，2020年2月

には第7回検討会において，斐伊川水系における生態

系ネットワーク形成の取組についてまとめた，「生態

系ネットワーク全体構想」の案を提示し，委員から

の了承が得られた．今後は，全体構想を基に自然再

生に資する河川の整備手法の検討，具体的な整備量

や整備手法，整備箇所の優先順位等を検討していく

予定である． 
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図-6 斐伊川河口における整備計画イメージ 

図-7 斐伊川河口部の経年変化 
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